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自
衛
隊
の
国
際
貢
献
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
衛
隊
の
国
際
貢
献
に
つ
い
て
は
、
現
民
主
党
政
権
が
野
党
当
時
の
思
想
背
景
に
遡
り
論
じ
な
け
れ
ば
、
真
実
は
見
え
て
こ

な
い
。
平
成
二
十
年
、
「
テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活
動
に
対
す
る
補
給
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
お
い
て
、

当
時
、
野
党
で
参
議
院
に
お
け
る
第
一
党
の
民
主
党
は
反
対
の
た
め
の
反
対
と
す
る
姿
勢
を
と
り
否
決
し
た
。

奇
し
く
も
同
年
夏
以
降
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊
事
件
が
急
増
し
、
こ
の
海
域
に
お
け
る
海
賊
事
件
は
、

国
際
海
事
局
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
百
十
一
件
で
全
世
界
の
約
四
割
を
占
め
た
。
そ
し
て
、
年
間
約
二
千
隻
の
日
本
関
係
船
舶

が
同
海
域
を
通
航
し
、
こ
れ
ら
の
船
舶
の
護
衛
は
外
国
任
せ
の
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
国
連
安
保
理
は
、
決
議
第
一
八
一

六
号
、
第
一
八
三
八
号
、
第
一
八
四
六
号
及
び
第
一
八
五
一
号
に
お
い
て
、
同
海
域
の
軍
艦
な
ど
に
お
け
る
警
戒
、
派
遣
な
ど

を
要
請
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
は
平
成
二
十
一
年
、
ま

た
し
て
も
当
時
の
民
主
党
は
、
こ
の
事
案
に
つ
い
て
海
上
警
備
行
動
の
み
に
拘
泥
し
成
立
を
長
引
か
せ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
政
府
は
、
ジ
ブ
チ
に
お
い
て
、
ソ
マ
リ
ア
沖
で
実
施
中
の
海
賊
対
策
の
強
化
を
目
的
と
す
る
、
自
衛
隊
初
の
「
海
外
駐

留
基
地
」
を
開
設
し
た
が
、
先
に
述
べ
た
理
念
無
き
民
主
党
の
体
質
の
下
で
は
、
今
後
の
運
営
に
お
い
て
憂
慮
す
べ
き
点
が

多
々
あ
る
。

一



ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
は
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
し
て
、
原
油
、
食
料
な
ど
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
海
上
輸
送
の

要
衝
で
あ
る
。
こ
の
海
域
の
安
全
確
保
は
資
源
小
国
で
あ
る
日
本
の
経
済
及
び
国
民
生
活
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
自

衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
「
海
上
に
お
け
る
人
命
若
し
く
は
財
産
」
が
、
基
本
的
に
日
本
人
の
生
命
又
は
財
産
で
あ

る
こ
と
を
、
政
府
民
主
党
は
再
確
認
す
べ
き
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
「
テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活
動
に
対
す
る
補
給
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
、
「
海
賊
行
為
の
処

罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
、
現
民
主
党
政
権
が
過
去
に
お
い
て
、
否
決
及
び
成
立
を
長
引
か

せ
た
理
由
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
菅
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

二

ソ
マ
リ
ア
周
辺
海
域
、
特
に
ア
デ
ン
湾
周
辺
海
域
に
お
け
る
、
日
本
の
海
上
交
通
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
現
民
主
党
政
権
が
過
去
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
国
際
貢
献
に
こ
れ
ま
で
否
定
的
だ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
今
回
ソ
マ
リ
ア
沖
で
実
施
中
の
海
賊
対
策
の
強
化
を
目
的
と
す
る
、
自
衛
隊
初
の
「
海
外
駐
留
基
地
」
を
開
設
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
策
理
念
上
に
お
い
て
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二



四

一
〜
三
に
関
連
し
、
今
回
の
自
衛
隊
初
の
「
海
外
駐
留
基
地
」
で
は
、
十
年
程
度
の
活
動
を
見
越
し
た
陣
容
と
し
て
い
る

が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
隊
員
の
増
強
、
予
算
枠
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
の
二
百
一

億
円
削
減
、
及
び
自
衛
隊
の
定
数
削
減
、
さ
ら
に
は
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
お
い
て
の
今
後
五
年
間
に
お
け
る
大
幅
な
予

算
の
削
減
と
い
う
民
主
党
政
権
の
政
策
と
の
整
合
性
が
大
き
く
問
わ
れ
る
も
の
と
危
惧
す
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
東
日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
活
躍
は
、
人
的
資
源
の
重
要
性
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
須
ら
く

定
数
削
減
を
返
上
、
即
刻
、
防
衛
大
綱
・
中
期
防
を
見
直
し
、
国
内
外
に
自
衛
隊
基
地
を
適
切
に
配
備
す
る
こ
と
が
、
我
が

国
の
平
和
と
安
全
、
さ
ら
に
は
国
民
生
活
に
お
け
る
安
心
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


